
学力向上を図るための全体計画 多摩市立連光寺小学校

・日本国憲法

・教育基本法

・学習指導要領

・東京都教育委員会の教育目標

・多摩市教育委員会の教育目標

学校教育目標
人間尊重の精神を基盤として、自ら学び考える力を身に付け、持続可

能な社会の担い手として主体的に生きる人間としての資質・能力・態度を
高めるために、次の目標を設定する。
◎考えてやりぬく子
主体的に学び、高め合いながら考え行動できる児童
○明るく思いやりのある子
多くの人とかかわり、自他を尊重しながら行動できる明朗で心豊かな児童
○たくましくじょうぶな子
体力向上と心身の健康の保持増進に努める強い意志と体をもった児童

◆全体的な様子◆

○素直で明るい。

○落ち着いて学習や生活に取り組むことができる。

○目標や、やるべきことが決まると熱心に取り組める子が多い。

●自ら考え、主体的に行動することを苦手とする児童が多い。

◆学びに向かう力・人間性等◆

○得意な学習に対する関心・意欲は高い。

●自分の考えをまとめたり、日常生活に生かそうとしたりすることが苦手である。

●学年が上がるに従い、自ら発表することを苦手とする児童が増えている。

◆思考力・判断力・表現力等◆

○個別の情報を読み取ることはできる。

●考え方を論理的に説明する等、表現する力が十分でない。

●与えられた複数の要因・情報から必要な情報を取り出し、多面的な視点から考察したり、

自分の出した答えについて、その道筋を式や図を用いて説明したりする力が弱い。

●図や式で考え方を表現したり、根拠を基に考えを表現、解決したりすることが苦手である。

指導に関わる具体的な取り組み

(１) 基礎学力の定着と分かって楽しい授業への工夫改善を継続する

・指導方法の工夫改善を常に行い、基礎学力の向上を図る。

・児童の自己評価、学習のふり返りによってメタ認知力向上と評価への活用を行う。

・教えることと、児童に考え工夫させることの両面から指導する。「どうして」の発問を増

やし、児童の思考力、問題解決能力を向上させる。

・外部指導者の積極的な活用を図る。（地域未来塾など）

・家庭学習を充実させる。（自主学習の推進・ミライシードなどＩＣＴ機器の活用を推進）

教科の指導の重点
・学力向上委員会を中心として、授業改善推進プランに沿っ

て基礎的・基本的な学力の習熟を図るとともに、東京ベー

シック・ドリル診断シートや学力向上を図るための調査、全

国学力学習状況調査等で成果を検証し、指導改善に生か

す。

・習熟度別少人数指導、デジタル教科書、アプリ版東京ベー

シック・ドリル、ミライシード、地域未来塾を活用して個に応

じた指導を行うとともに、自主学習を用いて家庭学習との

連携を行うことで、学習意欲の向上と基礎的・基本的な学

力の習熟、学びに向かう力・人間性等の涵養を図る。

・１人１台タブレット端末を、反復学習や検索、記録、プレゼ

ン、プログラミング教育に積極的に活用し情報収集力や論

理的思考力、他者と協力するための表現力を高めるととも

に、ＡＩ社会に向けたＩＣＴスキルや情報モラルを計画的に

指導する。。

・市立図書館や学校図書館司書と協力した並行読書を推進

し、読み聞かせや朝読書、読書旬間を設定することで児童

の読書意欲を高めると同時に、問題解決力に不可欠な言

語能力を向上させる。

・体験活動、探究活動、表現活動を意図的に学習過程に取

り入れ、各教科と生活科・総合的な学習の時間を中心とし

た教科横断的な学習により、未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力を育成する。

・授業のねらいを明確にし、振り返りを工夫し、eポートフォリ

オを蓄積することで、「何ができるようになったか」を児童

がメタ認知きる授業改善に、校内研究や若手研修会、相

互授業観察を活用して日常的に取り組み、児童に生きて

働く「知識・技能」を習得させる。

・「一校一取組」「一学級一実践」や個人目標を設定した

東京都児童・生徒体力運動能力、生活・運動習慣等調査、

全国体力・運動能力、運動習慣等調査を通して、運動能力

を向上させる。

・外国語科において、話すことややり取りを重視し、専門性

の高い講師の指導とＡＬＴの活用を通してコミュニケーショ

ンを図る意欲や態度、能力を高める。

本校における「確かな学力」
◎本校では、生涯にわたり学習する基盤を培うため
以下の力を育成する。

探究・創造

思考力 ・判断力 ・表現力

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

基本的な生活習慣・規範意識・心身の健康

保護者の願い
・基礎的な学力を身に付けてほしい。

・よく考えて正しく判断できるようになってほしい。

・人や自然に対して思いやりの気持ちがもてるよう、

心を育む教育を重視してほしい。

・健康でたくましい子どもになってほしい。

生活科・総合的な学習の時間の重点
・探究的にＥＳＤを実践し、持続可能な社会の担い手として必要な

６つの力「環境や社会の仕組みを理解する」「学び方を身につけ

る」「課題をつかみ、考え判断し解決する」「価値を見出し想いや

考えを伝える」「人・自然・社会に関心をもち意欲的に関わる」「協

力してよりよい社会をつくろうと行動する」を育成し、ＳＤＧｓと授

業の成果を関連付けて児童の活動を価値付けする。

・ＥＳＤカレンダーを基にカリキュラム・マネジメントを実施し、総合

的な学習の時間と教科の内容理解を相互に深め合い、課題発

見力、多面的思考力、問題解決力、発信行動力を高める。

・地域学校協働本部を活用して、地域の豊かな自然環境、国

内の学校、大学、専門家、障がい者、高齢者、地域、保護

者、企業、ＣＳＯと関わりながら充実した体験活動と探究

学習を実施し、環境保全意識を高めるとともに、郷土愛を

醸成し、持続可能な社会の形成に参画しようとする価値観

を育成する。

・小中９年間で育成する資質・能力・態度の段階表を学習計画に活

かし、ホールスクールアプローチで実践する。そのためのＥＳＤの

工夫改善に継続的に取り組む。

〇アントレプレナーシップ教育の視点をESDに生かし主体性を育む。

進路指導の重点
・キャリア教育の視点に立ち、「自己実現」を積み重ねることで、現在や将来に希望

や目標をもって生きる意欲や態度を育成する。キャリア・パスポートを作成し、成

長の自己理解と活動の深化を図る。

・近隣小中学校との交流や情報交換、及び三校合同引取訓練を通して、連携の強
化を図る。

・温かな人間関係を基盤とした学級経営を行い、児童一人一人に寄り添った指導を
実践するとともに、いじめに関わる授業及び「人権教育プログラム」等を活用した

いじめに関する職員研修（重大事態の理解と対応、いじめ防止の理解・事例研修、

いじめの総括と対策の課題）をそれぞれ年３回行う。

・地域や関係機関と連携した学校防災訓練を実施し、「防災ノート～災害と安全～」

「東京マイタイムライン」等を活用しながら自然災害から身を守るとともに、進んで

地域の安全を支えることができる能力を育てる。

◎各教科の指導計画の改善の視点を入れた見直し ④課題を提出することを習慣化させ、徹底させる。

⑤朝学習や朝読書、休業中の補習的な学習の時間を確保する。

⑥児童の自己評価を取り入れ、児童が自己の成長を実感し、次の活動の意欲につなげる
とともに、指導改善に活かす。

⑦授業改善とともに、家庭学習を充実させ、各学年とも４月の保護者会で家庭学習の取組
みを保護者に周知し、基礎的・基本的な内容に加えて、自主学習への取り組み、ミライ
シードなどＩＣＴ機器の活用を図る。

(２) 生活科と総合的な学習の時間でESDの指導充実を図る
・カリキュラム・マネジメントを活用し、教科との横断的な指導を行う。

・地域の森林などの自然環境や文化を活かしたESDを実践し、活動意欲や思考力・判断力・表現力とメタ認

知力の育成を図る。

・グローブ活動やシバヤギなどの動物飼育を活用して活動の充実を図る。

(３) 読書指導と情報教育を充実させる
・図書の時間を授業時数として確保する。

・読字に着目し、朝読書や保護者による読み聞かせ等を活用して読書指導の充実を目指す。

・タブレットPCや、電子黒板を活用した授業を必要なところで行い、情報活用能力を向上させる。

令和６年度

①繰り返し学習の時間確保等による、基礎的・基本的事項の習得を徹底させる。

②問題解決型学習を展開し、知識・技能の活用、日常生活との関連を図った学習
活動を重視する。

③発表の機会の増加や児童同士の関わり、ＩＣＴ機器の効果的な活用など、言語
活動の充実を図る授業を工夫し、主体的・対話的で深い学びを実践する。また、
児童の特性に応じてタブレット端末を使った合理的配慮をする。

学校経営方針（学力向上の視点から）

（ 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 の 喚 起 ）

活用

活用

（問題解決的な学習）

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点

本校の児童の学力における実態 ２月検証予定

◆知識及び技能◆

○相手や目的を意識し、それに応じて工夫して書くことができている。

○観察、実験等の器具・用具の基本的な使い方は理解している。

○基礎・基本の定着率が少しずつ上がってきている。

○簡単な資料や文章問題の読み取り、解決、要旨の把握などができる児童が増えた。

●既習漢字の活用や文と文のつながり方、文末表現の使い方に注意して、よりよい表現にすること

が苦手である。

●複数の条件が重なると、基本を応用できなくなることが多い。

●日常生活であまり使わない漢字の読み書きや語句の意味、関係性への理解が十分でない児童が

いる。

●学習した知識と生活体験とを結び付けて考えることが苦手なため、既習内容を活用できていない

児童が多い。

●与えられた課題について取り組むことはできるが、課題を自分で考えて自主学習などに生かすこと

を苦手としている児童も一定数存在する。


